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２
０
２
２
年
１０
月
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
政
権
が
策
定
し
た
「
国
家
安
全

保
障
戦
略
」
に
よ
り
、
同
盟
国
を
総
動
員
し
て
中
国
を
軍
事
的
に
包
囲
す
る

「
統
合
抑
止
」
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り

の
岸
田
自
公
政
権
が
１２
月
１６
日
に
閣
議
決
定
し
た
の
が
「
安
保
３
文
書
」。 

 

２
０
２
３
年
は
、
３
文
書
の
大
元
と
な
る
日
本
の
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」

に
、
「
戦
後
の
我
が
国
の
安
全
保
障
政
策
を
実
践
面
か
ら
大
き
く
転
換
す
る
」

と
書
か
れ
た
通
り
、
２
０
１
５
年
に
平
和
安
全
法
制
＝
戦
争
法
に
よ
っ
て
憲
法

に
反
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
（
米
軍
が
海
外
で
始
め
る
戦
争
に
自
衛
隊
が

参
戦
す
る
）
を
可
能
と
し
、
現
実
の
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
自
公
政
権
が
、
い

よ
い
よ
敵
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
大
軍
拡
に
よ
っ
て
、
「
戦
争
国
家
」
づ
く
り

を
実
践
面
か
ら
進
め
よ
う
と
し
た
１
年
で
あ
り
、
「
新
し
い
戦
前
」
と
言
わ
れ

た
通
り
、
ま
さ
に
日
本
の
国
が
「
戦
争
か
平
和
か
」
の
岐
路
に
立
つ
１
年
で
し

た
。 

 

そ
ん
な
中
、
１２
月
２０
日
に
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
が
行
っ
た
辺
野
古
新
基
地

建
設
に
か
か
る
「
代
執
行
」
訴
訟
の
判
決
は
、
タ
ガ
の
外
れ
た
権
力
の
象
徴
と

も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
民
主
主
義
・
地
方
自
治
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
姿
は
、

国
民
の
意
識
と
大
き
く
矛
盾
し
、
何
よ
り
も
平
和
を
愛
す
る
日
本
国
憲
法
と
は

相
い
れ
な
い
も
の
で
す
。 

 

こ
の
こ
と
が
表
し
て
い
る
の
は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
が
い
か
に
政
権
の
い

う
安
全
保
障
政
策
に
と
っ
て
、
「
戦
争
国
家
」
づ
く
り
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も

の
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

政
権
は
裁
判
の
中
で
、
「
放
置
す
る
と
、
国
の
安
全
保
障
、
普
天
間
飛
行
場

の
固
定
化
回
避
と
い
う
公
益
上
の
課
題
が
達
成
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
る
と
同
時

に
、
「
日
米
の
信
頼
関
係
や
同
盟
関
係
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

外
交
上
・
防
衛
上
の
不
利
益
が
生
じ
る
」
と
、
つ
い
に
本
音
を
表
し
ま
し
た
。 

「
一
日
も
早
い
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
除
去
の
た
め
」
「
辺
野
古
が
唯
一
」

と
繰
り
返
し
て
い
た
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
強
行
す
る
た
め
の
言
い
訳
は
、
や

は
り
彼
ら
の
「
戦
争
国
家
」
づ
く
り
の
た
め
の
「
公
益
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。 

そ
し
て
１２
月
２２
日
、
岸
田
自
公
政
権
は
一
般
会
計
総
額
１
１
２
兆
７
１
７

億
円
に
及
ぶ
２
０
２
４
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。 

防
衛
省
予
算
は
、
２２
年
末
に
閣
議
決
定
し
た
「
安
保
３
文
書
」
の
「
防
衛
力
整

備
計
画
」
に
基
づ
く
「
異
次
元
の
大
軍
拡
」
路
線
に
沿
っ
て
２
３
年
度
よ
り
も

さ
ら
に
約
１
兆
１
千
億
円
（
16.

６
％
）
増
額
し
て
、
７
兆
９
４
９
６
億
円
。 

さ
ら
に
、
大
軍
拡
予
算
は
防
衛
相
以
外
の
省
庁
の
予
算
に
も
盛
り
込
ま
れ
、

外
務
省
で
は
、
「
同
志
国
」
の
軍
に
武
器
を
無
償
供
与
す
る
「
政
府
安
全
保
障

能
力
強
化
支
援
」（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）、
国
土
交
通
省
で
は
、
自
衛
隊
・
米
軍
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
文
部
科
学
省
で
は
、
敵
地
攻

撃
す
る
た
め
の
「
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
小
型
衛
星
群
）
」
の
技
術
開

発
、
内
務
省
で
は
、
自
衛
隊
・
米
軍
基
地
な
ど
の
周
辺
住
民
を
監
視
す
る
た
め

の
土
地
利
用
規
制
法
の
実
施
等
な
ど
、
ま
さ
に
「
国
家
総
動
員
」
の
「
戦
争
国

家
」
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

２
０
２
４
年
、
元
旦
の
静
け
さ
を
一
気
に
引
き
裂
く
能
登
半
島
地
震
な
ど
衝

撃
的
な
幕
開
け
と
な
っ
た
年
明
け
。 

と
こ
ろ
が
、
岸
田
首
相
が
年
頭
記
者
会
見
で
語
っ
た
の
は
、
被
災
地
の
志
賀

原
発
を
心
配
す
る
質
問
に
は
一
切
答
え
る
こ
と
も
せ
ず
、
こ
れ
ほ
ど
金
権
腐
敗

の
裏
金
問
題
で
、
国
民
か
ら
の
厳
し
い
批
判
を
浴
び
な
が
ら
、
大
企
業
優
遇
の

政
治
を
続
け
よ
う
と
す
る
「
政
治
刷
新
本
部
」
の
設
置
と
、
改
憲
へ
の
執
念
。 

そ
し
て
大
阪
で
は
、
震
災
の
実
態
を
見
て
も
、
利
権
ま
み
れ
の
万
博
開
催
に
固

執
し
続
け
る
維
新
府
市
政
。 

こ
れ
以
上
、
私
た
ち
の
日
本
の
国
、
大
阪
を
そ
ん
な
人
た
ち
の
良
い
よ
う
に

さ
せ
て
お
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

今
年
こ
そ
、
日
本
国
憲
法
と
真
っ
向
か
ら
相
反
す
る
日
米
安
保
条
約
に
縛
ら

れ
、
ア
メ
リ
カ
に
追
従
す
る
政
治
、
金
権
腐
敗
の
財
界
優
先
の
政
治
を
私
た
ち

国
民
の
手
で
、
日
本
国
憲
法
が
生
き
る
平
和
な
民
主
主
義
が
感
じ
ら
れ
る
社
会

を
取
り
戻
す
「
変
換
の
年
」
と
す
る
た
め
、
共
に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
！ 
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12
月
20
日
に
福
岡
高
裁
が
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
の
設
計
変
更
承
認

を
沖
縄
県
に
求
め
、
国
に
よ
る
「
代
執
行
」
を
認
め
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
国
は
、
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知
事
の
権
限
を
奪
い
、
12
月
28

日
に
、
軟
弱
地
盤
の
改
良
工
事
に
伴
う
設
計
変
更
を
承
認
す
る
「
代
執
行
」
を

強
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
自
治
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
全
国
初
の
暴
挙
で

す
。 

 

政
府
は
、
１
月
10
日
に
は
、
地
盤
改
良
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
沖
縄
県
民
の
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
」
の
声
が
衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
か
ら
も
連
帯
し
て
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

住
民
の
声
を
も
と
に
為
さ
れ
る
地
方
自
治
は
、
国
を
挙
げ
て
の
戦
争
推
進
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
止

め
る
た
め
の
こ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
沖
縄
の
た
た
か
い
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

近
畿
２
府
４
県
の
安
保
破
棄
実
行
委
員
会
が
合
同
で
開
催
し
て
い
る
連
続
学

習
会
も
11

回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
、
「
沖
縄
か
ら
大
軍
拡
政
治
を
斬

る
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
沖
縄
県
統
一
連
事
務
局
長
の
瀬
長
和
男
さ
ん
を
講
師
と

し
て
開
催
し
ま
す
。 

 

２
月
７
日(

水)

18
時
～
20
時
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

会
で
す
。
参
加
費
は
無
料
。
メ
ー
ル
で
、
お
名
前
、
連
絡
の
つ
く
電
話
番
号
を

記
載
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
受
付
後
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

  

申
し
込
み
締
め
切
り
は
２
月
２
日
で
す
。
締
め
切
り
後
の
お
申
し
込
み
に

も
で
き
る
だ
け
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
資
料
や
必
要
事

項
の
ご
連
絡
を
確
実
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
締
め
切
り
ま
で
の
お
申

し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 諸団体の取り組み、当面の予定など 

 

 

１⽉ 
15 ⽇(⽉) 近畿安保合同会議  14：30〜  ⼤阪安保会議室 
17 ⽇(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～   大阪安保会議室 

23 ⽇(⽕) 大阪安保23宣伝行動 12:00～ 淀屋橋 

 

２⽉ 

 7 ⽇(⽔) 近畿安保・オンライン学習会 18：00～ 

21日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 

22 ⽇(⽊) 大阪安保23宣伝行動 12:00～ 淀屋橋 

近畿安保合同連続学習会第１１弾のお知らせ 

12月の安保破棄大阪実行委員会23定例宣伝行動を 12月22日の昼12時からいつもと同じく大阪市庁舎近くの

淀屋橋で行いました。今回で通算421回目の23行動となります。 

11人の参加で、ビラ配布、プラスターをもってのスタンディング、「辺野古新基地建設工事の中止と普天間基地

の無条件撤去を求める」請願署名への協力呼びかけ、弁士による訴えを行いました。弁士は、大阪憲法会議・共同

センター、大教組、平和遺族会、日本共産党大阪府委員会から出ていただきました。 

１２月 20日に福岡高裁で、沖縄県に対して「沖縄防衛局の設計変更を承認せよ」という、政府による「代執

行」を認める判決が出された直後の宣伝行動でした。判決文の内容に触れ

つつ、その問題点などを示し、地方自治をないがしろにするこのような暴

挙は許されないと訴えました。また、遺骨交じりの土を基地建設工事の埋

め立てに使われると、その遺骨は二度と戻って来なくなる。２度殺される

ということだ。米軍基地は日本を守るものではなく、日本を戦争に巻き込

む危機を増大するものであるということなどを、道行く人たちに訴えまし

た。 

 1月の23宣伝行動は、1月23日に行います。 


